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津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

○
大

塚
海

岸
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
も

あ
る

。
3
.1

0
（
-
)

4
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
4
.3

0
m

の
樋

門
1
基

を
整

備
す

る
樋

門
　

N
=
1
基

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
隣

設
漁

港
施

設
と

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

・
漁

業
者

が
水

門
内

を
運

行
す

る
ロ

ー
ラ

ー
ゲ

ー
ト

で
あ

る
た

め
、

利
用

者
の

安
全

に
配

慮
し

、
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

、
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

に
従

い
、

定
期

的
に

点
検

・
整

備
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
や

定
期

点
検

を
実

施
し

、
施

設
を

良
好

に
保

つ
。

○
○

東
名

漁
港

海
岸

東
名

地
区

水
産

庁
(東

松
島

市
)

背
後

は
農

地
，

家
屋

，
道

路
が

復
旧

す
る

予
定

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.1

0
（
-
)

4
.3

0
-

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
4
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
4
5
3
ｍ

・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
に

留
意

す
る

。

○
○

東
名

海
岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
家

屋
が

残
存

し
て

い
る

た
め

、
新

た
な

堤
防

の
整

備
が

必
要

。
漁

港
施

設
が

近
接

し
て

い
る

。
県

立
自

然
公

園
松

島
及

び
特

別
名

勝
松

島
内

で
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

4
.3

0
-

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
4
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
1
8
1
3
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
周

辺
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

景
観

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
○

長
浜

海
岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
家

屋
が

残
存

し
て

い
る

た
め

、
新

た
な

堤
防

の
整

備
が

必
要

。
県

立
自

然
公

園
松

島
及

び
特

別
名

勝
松

島
内

で
あ

る
。

水
域

で
潮

干
狩

り
が

行
わ

れ
て

い
る

。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

4
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
4
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
9
9
0
ｍ

・
水

域
を

利
用

し
た

漁
業

活
動

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
周

辺
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

景
観

に
配

慮
す

る
。

・
漁

業
利

用
や

潮
干

狩
り

場
と

し
て

、
砂

浜
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

考
え

ら
れ

る
た

め
、

利
用

者
の

安
全

に
配

慮
し

、
日

常
点

検
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

構
造

物
の

ク
ラ

ッ
ク

や
破

損
に

留
意

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
○

長
石

海
岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
家

屋
が

残
存

し
て

い
る

た
め

、
新

た
な

堤
防

の
整

備
が

必
要

。
漁

港
施

設
が

近
接

し
て

い
る

。
県

立
自

然
公

園
松

島
及

び
特

別
名

勝
松

島
内

で
あ

る
。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

4
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
4
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
3
3
0
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
周

辺
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

景
観

に
配

慮
す

る
。

・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
漁

業
利

用
や

潮
干

狩
り

場
と

し
て

、
砂

浜
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

考
え

ら
れ

る
た

め
、

利
用

者
の

安
全

に
配

慮
し

、
日

常
点

検
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

構
造

物
の

ク
ラ

ッ
ク

や
破

損
に

留
意

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
大

東
海

岸
水

管
理

・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
、

道
路

が
あ

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。
ま

た
、

農
地

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。

3
.1

0
（
3
.1

0
)

4
.3

0
-

●
○

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

天
端

高
T
.P

.+
4
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

護
岸

　
L
=
4
0
0
ｍ

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
古

浦
漁

港
海

岸
古

浦
地

区
水

産
庁

(松
島

町
)

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

背
後

は
農

地
、

鉄
道

が
復

旧
さ

れ
る

予
定

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

- （
-
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
保

護
区

で
あ

る
た

め
景

観
に

配
慮

す
る

。
□

漁
業

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
胸

壁
を

整
備

す
る

胸
壁

　
L
=
8
0
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
に

留
意

す
る

。

○
〇

小
屋

崎
海

岸
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
及

び
鉄

道
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
1
9
0
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

広
浦

Ⅰ
海

岸
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
及

び
鉄

道
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
2
0
1
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
ス

ラ
イ

ド
・
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

広
浦

Ⅱ
海

岸
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
及

び
鉄

道
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
2
7
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
に

留
意

す
る

。

海
岸

保
全

区
域

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

 1
0/

20
】

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点
(堤

防
等

の
高

さ
：
基

準
面

)

指
定 済

要
指 定

2
.防

護
水

準

管
理

者
名

1
.海

岸
の

特
性

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)

松 島 湾

7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

市
町

村
名

ユ ニ ッ ト

東 松 島 市

防
護

4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
環

境
(景 観

)
利

用

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

松 島 町

松
島

（
1
）

68



津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

海
岸

保
全

区
域

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

 1
0/

20
】

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点
(堤

防
等

の
高

さ
：
基

準
面

)

指
定 済

要
指 定

2
.防

護
水

準

管
理

者
名

1
.海

岸
の

特
性

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)

7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

市
町

村
名

ユ ニ ッ ト

防
護

4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
環

境
(景 観

)
利

用

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

○
〇

早
川

海
岸

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
及

び
鉄

道
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
3
1
6
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
ス

ラ
イ

ド
・
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

早
川

東
海

岸
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
及

び
鉄

道
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
1
6
9
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
ス

ラ
イ

ド
・
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

早
川

西
海

岸
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
5
1
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
ス

ラ
イ

ド
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

餅
田

海
岸

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
4
0
6
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

新
田

海
岸

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
2
0
1
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
ス

ラ
イ

ド
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

駒
形

海
岸

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
1
4
5
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

梅
ヶ

沢
Ⅰ

海
岸

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
2
9
2
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
ス

ラ
イ

ド
・
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

○
〇

梅
ヶ

沢
Ⅱ

海
岸

農
村

振
興

局
(宮

城
県

)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.0

0
（
3
.0

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
整

備
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
1
0
0
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
直

立
提

で
あ

り
、

堤
防

前
面

の
海

岸
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

、
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
や

、
吐

口
ス

ラ
イ

ド
・
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

松 島 町

松 島 湾

松
島

（
1
）
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津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

海
岸

保
全

区
域

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

 1
0/

20
】

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点
(堤

防
等

の
高

さ
：
基

準
面

)

指
定 済

要
指 定

2
.防

護
水

準

管
理

者
名

1
.海

岸
の

特
性

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)

7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

市
町

村
名

ユ ニ ッ ト

防
護

4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
環

境
(景 観

)
利

用

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

○
名

籠
漁

港
海

岸
名

籠
地

区
水

産
庁

(松
島

町
)

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。
3
.1

0
（
3
.1

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
保

護
区

で
あ

る
た

め
景

観
に

配
慮

す
る

。
□

漁
業

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
2
2
1
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
に

留
意

す
る

。

○
小

白
浜

海
岸

水
管

理
・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
の

整
備

が
必

要
。

2
.9

5
,3

.1
（
2
.9

5
,3

.1
)

3
.3

0
-

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
名

勝
松

島
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
6
3
8
ｍ

・
自

然
景

観
等

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
及

び
管

渠
の

埋
塞

に
留

意
す

る
。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□
1
0
/
2
0

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

松 島 町

松 島 湾

松
島

（
1
）
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津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

○
銭

神
海

岸
水

管
理

・
国

土
保

全
局

（
宮

城
県

）
背

後
の

高
い

位
置

に
民

家
が

あ
る

。
1
.5

1
（
1
.5

1
)

-
1
.5

1
●

●
△

保
守

点
検

体
制

の
充

実
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

。
◎

自
然

公
園

・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

-
・
自

然
景

観
等

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
銭

神
漁

港
海

岸
銭

神
地

区
水

産
庁

(松
島

町
)

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
農

地
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。

- （
-
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
保

護
区

で
あ

る
た

め
景

観
に

配
慮

す
る

。
□

漁
業

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
胸

壁
を

整
備

す
る

胸
壁

　
L
=
4
1
5
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
支

障
物

等
に

留
意

す
る

。

○
手

樽
海

岸
農

村
振

興
局

(宮
城

県
)

背
後

に
、

農
地

及
び

道
路

が
あ

る
。

ま
た

、
民

家
及

び
鉄

道
も

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

3
.5

0
（
3
.5

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
施

設
施

工
に

際
し

て
は

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
4
8
3
ｍ

・
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

に
配

慮
す

る
。

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

施
設

の
管

理
者

で
あ

る
松

島
町

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

・
傾

斜
提

で
あ

り
、

前
面

の
海

岸
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

考
え

ら
れ

る
た

め
、

利
用

者
の

安
全

に
配

慮
し

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
ク

ラ
ッ

ク
や

破
損

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
磯

崎
漁

港
海

岸
磯

崎
地

区
水

産
庁

(宮
城

県
)

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。
3
.1

2
（
3
.1

2
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
保

護
区

で
あ

る
た

め
景

観
に

配
慮

す
る

。
□

海
岸

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
確

保
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

利
用

、
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
1
,3

5
4
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

･漁
業

利
用

さ
れ

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
構

造
物

の
ク

ラ
ッ

ク
、

破
損

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
の

他
、

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
修

繕
を

行
う

。

○
仙

台
塩

釜
港

松
島

港
区

海
岸

松
島

地
区

港
湾

局
(宮

城
県

）
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
ま

た
、

農
地

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
2
.1

0
（
2
.1

0
)

2
.1

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
自

然
公

園
・
鳥

獣
保

護
区

・
特

別
保

護
地

区
で

あ
る

た
め

自
然

環
境

及
び

景
観

に
配

慮
す

る
。

□
海

岸
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

確
保

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
2
.1

0
m

の
護

岸
を

整
備

す
る

護
岸

　
L
=
2
,0

4
0
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
港

湾
利

用
と

の
役

割
分

担
に

配
慮

す
る

。

・
観

光
地

で
あ

り
、

多
数

の
観

光
客

が
連

日
訪

れ
て

お
り

、
遊

覧
船

乗
り

場
が

併
設

さ
れ

て
い

る
た

め
、

日
常

巡
視

に
際

し
て

は
、

特
に

利
用

者
の

安
全

に
留

意
す

る
。

ま
た

陸
閘

や
吐

口
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

の
稼

働
に

留
意

す
る

。
・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

1
1
/
2
0

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

　
11

/2
0】

2
.防

護
水

準

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)

(堤
防

等
の

高
さ

：
基

準
面

)
3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点

環
境

(景 観
)

1
.海

岸
の

特
性

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法
5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標
6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

松 島 町市
町

村
名

ユ ニ ッ ト 松 島 湾

指
定 済

管
理

者
名

要
指 定

海
岸

保
全

区
域

防
護

利
用

松
島

（
2
）

72



73



津
波

・
高

潮
・
侵

食
津

波
・
高

潮
侵

食

旧
計

画
高

(現
況

施
設

高
)

計
画

堤
防

高
計

画
護

岸
高

整
備

施
設

名
津

波
高

潮
侵

食

○
浜

田
漁

港
海

岸
浜

田
地

区
水

産
庁

(利
府

町
)

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。
- （
-
)

2
.1

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
2
.1

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
7
0
4
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
当

海
岸

の
利

用
形

態
は

、
カ

キ
を

主
た

る
品

目
と

し
た

漁
港

利
用

が
中

心
で

あ
り

、
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
陸

閘
・
水

門
の

稼
働

に
伴

う
支

障
物

に
留

意
す

る
。

○
○

須
賀

漁
港

海
岸

須
賀

地
区

水
産

庁
(利

府
町

)
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
新

た
な

水
門

整
備

が
必

要
。

- （
-
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

□
漁

業
利

用
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
水

門
を

整
備

す
る

水
門

　
Ｎ

=
1
基

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
当

海
岸

の
利

用
形

態
は

、
ワ

カ
メ

、
昆

布
を

主
た

る
品

目
と

し
た

漁
港

利
用

が
中

心
で

あ
り

、
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

、
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

に
従

い
、

定
期

的
に

点
検

・
整

備
を

行
う

。
・
日

常
巡

視
に

際
し

て
は

、
水

門
の

稼
働

に
伴

う
支

障
物

に
留

意
す

る
。

○
塩

釜
漁

港
海

岸
越

の
浦

地
区

水
産

庁
(宮

城
県

)
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

- （
-
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

□
海

岸
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

確
保

等
、

漁
港

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
2
1
1
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
の

他
、

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
･漁

業
利

用
さ

れ
て

い
る

海
岸

で
あ

り
、

背
後

に
幹

線
道

路
の

国
道

4
5
号

も
あ

る
た

め
、

利
用

者
の

安
全

に
配

慮
し

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

構
造

物
の

ク
ラ

ッ
ク

、
破

損
に

留
意

す
る

。

○
塩

釜
漁

港
海

岸
釜

の
渕

地
区

水
産

庁
(宮

城
県

)
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
新

た
な

堤
防

整
備

が
必

要
。

- （
-
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

□
海

岸
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

確
保

等
、

漁
港

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
2
1
9
ｍ

・
特

別
名

勝
松

島
の

保
全

に
特

段
に

配
慮

す
る

。
・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

･漁
業

利
用

さ
れ

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
構

造
物

の
ク

ラ
ッ

ク
、

破
損

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
の

他
、

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
塩

釜
漁

港
海

岸
新

浜
地

区
水

産
庁

(宮
城

県
)

背
後

に
、

民
家

及
び

道
路

が
あ

る
。

新
た

な
堤

防
整

備
が

必
要

。
- （
-
)

3
.3

0
-

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

□
海

岸
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

確
保

等
、

漁
港

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

堤
防

　
L
=
2
,3

5
0
ｍ

・
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

･漁
業

利
用

さ
れ

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
利

用
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
構

造
物

の
ク

ラ
ッ

ク
、

破
損

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
の

他
、

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
○

仙
台

塩
釜

港
塩

釜
港

区
海

岸
海

岸
通

・
港

町
地

区

港
湾

局
（
宮

城
県

）
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
2
.7

0
（
1
.1

0
)

3
.3

0
-

●
●

●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

◎
海

岸
林

等
・
鳥

獣
保

護
区

で
あ

る
た

め
自

然
環

境
及

び
景

観
に

配
慮

す
る

。
□

海
岸

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
確

保
等

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
胸

壁
、

護
岸

、
水

門
を

整
備

す
る

胸
壁

、
護

岸
　

L
=
2
,2

7
1
ｍ

水
門

・
緑

地
等

景
観

に
配

慮
す

る
。

・
港

湾
利

用
と

の
役

割
分

担
に

配
慮

す
る

。

・
離

島
定

期
船

や
遊

覧
船

乗
り

場
が

併
設

さ
れ

て
い

る
た

め
、

多
く

の
利

用
者

が
い

る
こ

と
か

ら
、

日
常

巡
視

に
際

し
て

は
、

特
に

利
用

者
の

安
全

に
留

意
す

る
。

ま
た

陸
閘

も
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
陸

閘
閉

扉
に

お
け

る
、

支
障

物
等

に
留

意
す

る
。

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

○
○

仙
台

塩
釜

港
塩

釜
港

区
海

岸
中

の
島

・
貞

山
通

地
区

港
湾

局
（
宮

城
県

）
背

後
に

、
民

家
及

び
道

路
が

あ
る

。
2
.7

0
（
1
.1

0
)

3
.3

0
-

●
●

●
津

波
・
高

潮
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

□
海

岸
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

確
保

等
に

配
慮

す
る

。

天
端

高
T
.P

.+
3
.3

0
m

の
胸

壁
、

護
岸

を
整

備
す

る
胸

壁
、

護
岸

　
L
=
6
,7

1
2
ｍ

・
港

湾
利

用
と

の
役

割
分

担
に

配
慮

す
る

。

・
港

湾
岸

壁
や

漁
業

利
用

さ
れ

て
い

る
箇

所
で

あ
り

、
陸

閘
が

多
く

整
備

さ
れ

て
い

る
。

多
く
の

利
用

者
が

い
る

こ
と

か
ら

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

陸
閘

閉
扉

に
お

け
る

支
障

物
等

や
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

・
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

1
2
/
2
0

環
境

：
●

特
に

配
慮

が
必

要
○

一
般

的
な

配
慮

が
必

要

5
.海

岸
管

理
(整

備
)目

標

3
.海

岸
で

特
に

必
要

な
観

点

8
.海

岸
保

全
施

設
の

維
持

又
は

修
繕

の
方

法
6
.海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
環

境
(景 観

)
利

用

4
.海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
7
.施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

防
護

整
備

箇
所

整
理

表
　

【北
部

　
12

/2
0】

塩 竈 市

1
.海

岸
の

特
性

2
.防

護
水

準

利 府 町市
町

村
名

海
岸

保
全

区
域

海
岸

名
(地

域
名

・
字

名
や

一
般

的
な

呼
称

)
管

理
者

名

松 島 湾ユ ニ ッ ト

(堤
防

等
の

高
さ

：
基

準
面

)

要
指 定

指
定 済

松
島

（
3
）
,塩

釜
港

（
1
）

74


